
 

  

 

 

  今年は梅雨明けが遅く、蒸し暑い日が続いています。天候をみながらプールや水に触れるあ

そびを楽しんでいる毎日です。つき組は海 week があり、小針浜へ６～７人ずつのグループで行

ってきました。浜あそびやすいか割りなど、夏ならではの経験をみんなで楽しむことができまし

た。海の様子はブログがあがりますので、ぜひご覧ください！ 

発行日 / 令和６年７月３１日 

ひだまり通信 高山静子著 

けんかの対応 
「子どものけんかに親が口出しをするな」を昔から言われて

きました、でもけんかして「○○ちゃんがー」と泣いて帰っ

てきたら、やっぱり心配になるのが親心。そんなときって、

どうしたらいいんでしょう。 

３歳以上になると、けんかの内容も複雑になってきます。とくに、初めて集団を作り始める４歳ごろは仲間はず

れをしたり、友だちにいじわるを言うことがよく起こります。 

子どもの気持ちに共感する
ことは大切ですが、子ども
と同じレベルで怒るので
は、あまりに大人げないも
のです。 

話を聞いてもらって一晩眠
れば、翌日はケロッと仲直
りできるのが幼児期です。
子どもは、自分で乗り越え
る力を獲得できます。 

友だちと遊んで、けんかして、泣いて、苦しむことは一人前

の人間になるために絶対必要なこと。 

小さいときにその経験を取り上げてしまったら、子どもは一

生、人間関係で苦しむことになるのかもしれません。 


